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富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

本
市
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
最
大
規
模
で
、

死
者
約
1
4
0
人
、
建
物
の
全
壊
約
6
1
8

0
棟
と
い
う
、
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

復
興
へ
の
取
り
組
み
も
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
発
災
後
、
迅
速
か
つ
着
実

に
復
興
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
復
興
の

方
向
性
や
進
め
方
な
ど
を
定
め
た
「
富
士
市

事
前
都
市
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
り
、
学
識
者
や
市
民
の
代
表

で
組
織
す
る
市
民
懇
話
会
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
幅
広
く
意
見
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
「
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
編
」
と
、
復

興
の
進
め
方
を
示
す

「
復
興
プ
ロ
セ
ス
編
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
は
、
平
成
26
〜
27
年
度
に
か
け
て
「
富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
完
成
し
た
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

富
士
市
事
前
都
市
復
興
計
画
と
は

　

発
災
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
目

標
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。

基
本
理
念

　
災
害
発
生
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り

課
題
ご
と
の
目
標

①
市
街
地
の
復
興

　
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心
な
市
街
地
の

早
期
形
成
を
実
現
し
ま
す

②
住
環
境
の
復
興

　
地
域
の
つ
な
が
り
に
配
慮
し
た
住
ま
い
の

確
保
な
ど
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を
実
現

し
ま
す

③
産
業
の
復
興

　
事
業
者
の
事
業
継
続
及
び
産
業
活
動
の
早

期
再
開
を
実
現
し
ま
す

④
復
興
の
体
制
な
ど

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
復

興
ま
ち
づ
く
り
体
制
を
構
築
し
ま
す

復
興
ビ
ジ
ョ
ン
編

震
災
の
教
訓

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
た

め
に
は
、
過
去
の
震
災
の
教
訓
を
十
分
に

生
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
市
街
地
】

・
津
波
の
被
害
が
甚
大
な
地
区
で
高
台
・

内
陸
移
転
を
検
討
し
た
際
、
移
転
先
の

用
地
確
保
や
住
民
の
合
意
形
成
に
多
大

な
時
間
を
要
し
た

【
住
環
境
】

・
仮
設
住
宅
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
住
居
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た

・
仮
設
住
宅
を
建
設
し
た

学
校
で
は
、
児
童
生
徒

の
教
育
や
運
動
の
場
が

確
保
で
き
な
い
な
ど
、

教
育
環
境
の
悪
化
を
招

い
た

【
産
業
】

・
仮
設
商
店
街
の
設
置
に
時
間
を
要
し
、

市
民
が
生
活
用
品
を
買
う
た
め
の
店
舗

が
不
足
し
た

・
行
政
の
復
興
方
針
が
定
ま
る
ま
で
自
主

再
建
が
進
ま
ず
、
被
災
地
外
へ
の
工
場

な
ど
の
移
転
や
労
働
者
の
流
出
が
進
ん

だ
【
復
興
の
体
制
な
ど
】

・
行
政
主
導
に
よ
り
復
興
計
画
を
策
定
し

た
た
め
、
住
民
の
意
向
を
反
映
し
き
れ

ず
、
住
民
の
不
平
不
満
が
多
数
発
生
し

た

　

発
災
後
の
復
興
の
取
り
組
み
の
中
で
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

つ
い
て
、
項
目
別
に
時
間
軸
に
沿
っ
て
示
し

た
も
の
で
す
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
流
れ

　

地
震
な
ど
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し

た
場
合
、
本
格
的
な
復
興
ま
で
に
は
多
大
な

時
間
を
要
す
る
た
め
、
発
災
後
の
時
間
的
経

過
に
伴
う
4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
設
定
し
、
そ

の
と
き
の
状
況
に
応
じ
た
復
興
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
（
左
上
図
参
照
）。

協
働
に
よ
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
体
制

　

復
興
後
、
同
じ
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
復
興
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
住
民
の

復
興
へ
の
意
欲
と
合
意
形

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地

域
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
な
ど
を
検
討
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
が
重
要

で
す
。

　

平
常
時
か
ら
各
地
域
で
、
本
計
画
を
活
用

し
た
講
座
や
訓
練
の
実
施
を
通
じ
て
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
復
興

の
進
め
方
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
発
災

後
、
迅
速
か
つ
着
実
な
復
興
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

復
興
プ
ロ
セ
ス
編
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問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

　
☎（
55
）2
7
8
6　

5（
51
）0
4
7
5

　

Atoshikei@
div.city.fuji.shizu

　
　oka.jp

［ステップ 1］［ステップ 2］［ステップ 3］［ステップ 4］

【復興まちづくりの流れ】

2 年 6か月 おおむね 2か月

本格復興期 復興始動期 応急復旧期 緊急対応期
復興事業と一般施策
を展開し、目指す都
市像に向けた取り組
みが進められる

道路整備や生活再
建支援など復興事
業が進められる

仮設店舗の設置や
被災した道路の整
備などが進められる

避難所の設置や仮
設住宅の整備、ラ
イフラインの復旧
が進められる

意向調査の実施

復興事業計画の見直し

復興まちづくり計画の策定
まちづくりルールの策定
復興事業計画の策定
調査・測量・設計

基盤整備、面的整備の開始

復興計画の策定
第二次建築制限

復興まちづくり準備会の設置
復興まちづくり協議会の設置

意向調査

被害確認
復興方針の策定

復興地区区分の設定
第一次建築制限
意向調査

避難所などへの避難
被害確認　り災証明
意向調査　応急修理
仮設住宅の整備・確保

授業の再開
仮設住宅への入居・

説明会

避難所の閉鎖

教育施設の整備

説明会・意向調査

復興公営住宅の整備

自宅の再建

復興公営住宅への入居・
説明会

仮設住宅の撤去

仮設施設の撤去
施設の再建

通常業務の再開
福祉避難所の閉鎖

被害確認
福祉避難所の設置
巡回訪問などの実施

応急修理
仮設施設の確保
サービスの一部再開

被害確認
意向調査
応急修理

仮設店舗・事業所
などの確保

仮営業（操業）の開始

雇用の確保

店舗・事業所などの再建

本格営業（操業）の再開
仮設店舗・

事業所などの撤去

被害確認
農林漁業施設の応急復旧

意向調査
機材などの確保

事業の共同化の検討

一部操業再開

事業の共同化

従事者の確保

農林漁業施設の整備

本格的な操業の再開

発災

市
街
地
の
復
興

住
宅
な
ど
の
復
興

医
療
・
保
健
・

福
祉
の
復
興

商
業
・
工
業
の

復
興

農
林
漁
業
の

復
興

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

　

熊
本
地
震
の
被
害
を
見
る
と
、
個
々
の

住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
は
、

1
回
目
の
地
震
と
そ
の
後
の
余
震
に
よ
り
、

居
住
者
が
あ
ら
か
じ
め
別
の
場
所
へ
避
難

し
て
い
た
と
き
に
最
も
大
き
な
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
た
た
め
、
住
宅
被
害
の
甚
大
さ
に

比
べ
、
人
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
う

側
面
が
あ
り
ま
し
た
。
住
宅
は
、
人
々
の

生
活
を
支
え
る
最
も
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
こ
れ
を
機
に
改
め
て
ご
自
身
の
住

宅
の
安
全
性
を
確
認
し
、
必
要
な
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
備
え
る
べ
き
は
揺
れ
に
よ
る
建

物
倒
壊
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
市
で
は
津

波
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害
も
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る

の
か
、
県
が
公
表
し
て
い
る
被
害
想
定
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市民懇話会座長（常葉
大学教授）

池田　浩
ひろ

敬
たか

さん

住
宅
の
安
全
性
と
被
害
想
定
の
確
認
を

P2-3事前都市復興計画（読み合わせ）.indd   2 16/05/10   11:46


